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表紙の写真：韮山反射炉（静岡県伊豆の国市）

コメント：天保11(1840)年のアヘン戦争を契機に，日本では列強諸国に対抗するための軍事力の

強化が大きな課題となり，近代的な軍事技術や制度の導入が図られ始められました．嘉永6(1853)

年にペリー艦隊の来航を受けて幕府も海防体制の抜本的な強化に乗り出さざるを得なくなり，それ

までいろいろな進言をしてきた江川英龍を責任者として，大砲を作るための反射炉と品川台場の構

築が決定されました．反射炉は当初は伊豆下田港に近い本郷村(現下田市)に造られる予定だったよ

うですが，ペリー艦隊の水兵の侵入にあったため，急遽韮山に変更されたということです．江川英

龍は安政2(1855)年にこの世を去りましたが，跡を継いだ息子の英敏により，安政4(1857)年に完

成しました．

　韮山反射炉は，平成27(2015)年7月，「明治日本の産業革命遺産　製鉄・製鋼，造船，石炭産業」

の構成資産の1つとして，世界文化遺産に登録されました．

　今月号から表紙は新シリーズ「日本の鋳物・金属に関する遺産」として始まります．
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